
消費者の個人情報への対応は？
　個人情報保護法が2005年4月に完全施行されてから約１年半。企業など
での個人情報漏洩に対する対策が進み、プライバシーマークなどの認証制度
が普及する中で、消費者側も個人情報に対する意識が高まっています。しか
し、新聞、ニュースなどでは個人情報の漏洩事故の報道が後を絶たないのも
現状です。
　このような状況の中、個人情報を提供する側の消費者は、個人情報に対し
てどのような認識を持ち、企業に対してどのような対応を取っているのでしょ
うか？

約４割の消費者がサービスの利用を中止　
　ＮＲＩセキュアテクノロジーズの調査によると、過去１年間でインターネット
を通じて自分の個人情報が漏洩した経験をもつ人の内、39.9%が、その個人
情報を漏洩させたサービスをやめてしまった、という結果が出ています。（右図
参照）
　サービスをやめた理由としては「再び個人情報が漏洩することを恐れてい
る」という答えが５８．５％と最も多く、また「サービス提供者に対する抗議の
手段として」という答えが３４％ありました。また、個人情報が漏洩したと仮定
した場合の対応として、対応が不誠実な場合にはサービス利用者の８１．３％
が「会員をやめる」と答えています。
　１度の個人情報の漏洩事故が多くの消費者の信頼を失うという結果と
なっています。

情報漏洩が企業の信用失墜に
　ＮＲＩセキュアテクノロジーズによる調査は、インターネット利用者を対象と
したものですが、紙媒体における個人情報、機密情報の漏洩についても同様
のことが言えるのではないでしょうか。
　情報漏洩は、約4割の消費者が離れるという結果からも分かるように、多く
の消費者の企業に対する信頼性を失墜させます。また企業の機密情報の漏洩
は株主や競合会社への影響も考えられ、一度の漏洩事故が企業の存続にさ
えも関わります。企業には機密情報の重みを認識した対策・対応が求められて
います。

『パピルスネットワーク』拡大中！
　２００２年９月に発足した、オフィス古紙リサイクルの
全国組織『パピルスネットワーク』の会員企業が２００６
年11月現在で７８社になりました(一部予定を含む)。
　個人情報保護法が完全施行されてから約１年半が経
ちましたが、依然社会の個人情報に対する意識は高く、パ
ピルスネットワークの拡大はお客様のニーズによるものと
考えております。
　今後もパピルスネットワークはお客様のニーズに合っ
た、より質の高いサービスの提供をしていきたいと考えて
おります。

(2006年11月現在)

機密文書出張細断車
「エコポリスバン」

   個人情報保護法において「個人情報」とは、生存する個人に
関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その
他の記述等により特定の個人を識別することができるもの（他
の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を
識別することができることとなるものを含む。）をいう。  

※個人情報保護法令・第１章・第２条より抜粋

《 個人情報とは 》

【出典】 ＮＲＩセキュアテクノロジーズ株式会社
　　　　　「個人情報保護に関する消費者意識調査2005」
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インターネットを通じて
個人情報漏洩を経験した後の対応

大型システムシュレッダ

◆ご提供いただきました個人情報は、ご希望の資料発送、商品・サービスのご案内等の利用目的の範囲内でのみ利用いたします。
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機密文書の処理を外部委託する場合、
紛失や誤配送、盗難の危険性があります。

[比較してください！ パピルスネットワークの細断サービスのメリット]

詳しくはホームページhttp://www.nakabayashi.co.jp/ecoをご覧ください！！

ナカバヤシでは、大型シュレッダーをお持ちでないお客様でも機密漏えいの防止と紙資源リサ
イクルが行えるシステムをご用意しています。
大型シュレッダーを搭載したトラックで出向き、使用済み重要文書、機密文書をその場で細断・
減容化する出張細断車「エコポリスバン」で、企業機密を守るとともに確実にリサイクルしま
す。 ※料金は地域・条件により異なり、有料道路料金や禁忌品

の選別作業費を、別途申し受ける場合があります。詳し
くはお問い合わせください。
ご用命にあたりましては、駐車スペースの確保をお願い
いたします。

文書機密を保持してリサイクル。
エコポリスバン出張細断サービス

【細断代行サービス料金の目安】

68.25 円/1kg（税込み価格）
（500kgまで一律34,125円～36,750円）

コスト削減

ハイスピ－ド処理・時間の有効利用！！
●現地まで細断に行きますので、効率的です。
●小型シュレッダの20～50倍の処理能力で効率的に機密を抹消。お客様の立ち会い時間も短時間で済みます。
ハイセキュリティ！！
●機密文書を目の前で細断しますので、安心です。細断後の紙片は誰の目にも触れることなく、鍵付きのストックルーム
に自動収納されます。

環境に優しい！
●細断紙片はすべて持ち帰り、リサイクルします。 細断後の紙片はスクリューにより1/1.5～1/3に圧縮・減容。効率的な
運用により人と環境への負担を低減します。

※大量の保存文書の処理やトラックの駐車スペースのない場合等には、持込み細断サービスをおすすめします。

×

×

×

×

細断、溶解等の現場までの経路は？

作業者は明確ですか？

破砕事実の確認ができますか？

リサイクルは可能ですか？

不明（紛失しても分からない）

不明

できない

不可能(焼却の場合)

明確

お客様の目の前で特定の作業者が細断

お客様の目でご確認

100%リサイクル
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現在のあなたの処理方法？ 細断サービス（業者委託の溶解、焼却など）

   個人情報漏洩の原因の約７割が盗難・紛失・置忘れ。このような結果が日本ネットワークセキュリティ協会により報告されています。
個人情報漏洩の対策が進む中で、個人情報を取り扱う事業者は現在どのような問題を抱えているのでしょうか？

個人情報の漏洩原因
　日本ネットワークセキュリティ協会の調査によると、2005
年度に公表された個人情報の漏洩事件は 1,032 件。これを原因
別で見ると「盗難」が 25.8%、「紛失・置忘れ」が 42.1％と合
わせて67.9%となっており、全体の約７割を占めています。(右
図参照 )
　また、メールや郵便の誤送信などによる「誤操作」、社内や主
要な流通経路において紛失した場合の「管理ミス」が続いており、
多くが人為的なミスであることがわかります。

機密文書における危険性
　この結果により、機密文書の処理を外部に委託する場合にお
いては、委託先または運送時における紛失や誤配送などの機密
情報漏洩の危険性が考えられます。さらに、関係者や外部の人
間による盗難の危険性も考えなければいけません。
　特に機密文書などの紙媒体を取り扱う事業者においては、保
管時や運搬時において、紛失・漏洩事故の危険性が起こりうる
ことを十分考慮した上での対応策が求められます。

さらなる事業者の意識向上を
　事業者において万一機密情報が流出した場合、企業の信用失
墜につながり、その信用回復には計り知れないコストや労力が
かかります。事業者はそのことを認識し、個人情報・機密情報
に対する意識をより高め、対策を講じることが重要となります。
　パピルスネットワークの細断サービスは、お客様の目の前で
機密を抹消してから細断紙片を運搬しますので、機密情報の漏
洩対策に有効なツールとして活用できます。

【出典】 ＮPO日本ネットワークセキュリティ協会
　　　　　「2005年度情報セキュリティインシデントに関する調査報告書」
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